


透明カスタムプラスチックボックス：商品を見せるPET折りたたみ包装
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Details
SEOタイトル：透明カスタムプラスチックボックス｜PET折りたたみ包装 メタディスクリプション：サイズ、アートワーク、サンプル承認、食品接触書類、案件別見積もりについて、
透明PET折りたたみボックスの実務ガイドを確認できます。
 

カスタム透明PET折りたたみボックスは、商品の見せ方に適した透明包装です。商品の寸法、詰め方、アートワーク、販売市場を起点にし、現物サンプルで構造を確認します。厚み、閉じ
具、印刷、最小発注数量、価格、生産期間は、案件別の見積もりと承認が必要です。

小売ブランド、包装資材の購買担当者、成長中の商品事業者向け： 購入前に化粧品容器、ギフト、アクセサリー、包装済み菓子を見せたい場合、この形式を検討する価値があります。用途は
折りたたみ式のプレゼンテーションボックスであり、硬質収納ケース、成形クラムシェル、常設アクリル展示ケースではありません。

購買上の課題： 不透明な紙箱は商品を隠しますが、仕様が不十分な透明ボックスにも問題があります。余分な空間があると商品が動き、きつすぎると詰めにくく、アートワークが展示面を隠
すことがあります。傷のあるパネルや、閉じた状態を維持できない閉じ具は、意図した見栄えを損ないます。

実務的な解決策： 実際の商品と梱包工程に合わせてボックスを設計します。空箱のモックアップだけでなく、商品を入れたサンプルを比較します。量産前に外観品質、閉じ具の動作、輸送保
護を合意し、店頭外観と日常の取り扱いの両方を承認対象にします。



画像は提案包装と評価場面のイメージであり、確認済みの量産品、承認済みサンプル、完了済み試験の写真ではありません。

購入ガイドを見る

PET折りたたみボックスとは？
適合性と読みやすい見せ方はどう指定しますか？
表面と閉じ具のどの仕様をサンプリングすべきですか？
透明面向けのアートワークはどう準備しますか？
量産承認前に何を行うべきですか？
品質期待を受入検査に変えるには？
購買優先事項に合う包装方式は？
食品接触・環境主張を裏付ける証拠は？
出荷とリピート注文をどう計画しますか？
より良い購買判断の要点
明確な包装仕様書で次へ進む

PET折りたたみボックスとは？ ↑
確認済みの商品名は カスタム透明PET折りたたみボックス（カスタムボックス→カスタムプラスチックボックス）、暫定参照番号 NSKU-801-01。PETは材料系統、折り
たたみは構造を示します。いずれも特定の厚み、閉じ具設計、再生材比率、食品接触適合性を保証しません。

この包装カテゴリーでは、プラスチックシートをカット・罫線加工して紙箱状にします。シート系カートンと他の透明包装形式の違いは、 透明折りたたみボックス構造[1]に示されています。
この業界資料は形式を説明するもので、当製品の製造能力を示すものではありません。

成形トレー、射出成形容器、加工アクリルケースは、見積もり比較時に分けて扱います。金型、組立、輸送条件は互換性がありません。折りたたみボックス内にトレーを追加する場合、材料、
適合性、費用について別途承認が必要です。

仕様項目 現状 必要な購買情報
商品・材料系統 透明PET折りたたみボックス 見積書でシートの正確なグレードを確認
寸法 商品固有の寸法は提供されていません 内寸の長さ×幅×高さ（mm）；外寸は別途表示

https://www.ptpackaging.com/products-services/clear-plastic-folding-boxes/


仕様項目 現状 必要な購買情報
シート厚と単位重量 提供されていません 見積厚（mm）とサンプル重量（g）
閉じ具、印刷、インサート 検証されていない選択肢 提案構造、アートワーク、部品一覧
MOQ、価格、生産期間 確定値は提供されていません デザイン別数量、USD価格、明確に定義した生産スケジュール
性能・法令適合 商品固有の証拠は提供されていません 適用書類、試験計画、承認記録

この仕様表は、確認済みの商品情報と未決定の購買事項を分けています。他社、靴用オーガナイザー、アクリル展示箱の公表値では不足を補えません。

適合性と読みやすい見せ方はどう指定しますか？ ↑
キャップ、取っ手、包装などの突起を含め、商品で最も幅広く高い箇所を測定します。向き、インサート、カード、保護層の有無を記載します。商品の寸法と完成箱の寸法は別項目にします。

内側の空間を定義する。 長さ×幅×高さをmmで示し、内寸と明記します。1.
詰め方を説明する。 作業者がどの開口部を使うか、商品を滑らせるか傾けるか、インサートに配置するかを説明します。2.
クリアランスを合意する。 一般的な余裕を自動適用せず、サンプリングで必要なクリアランスと製造公差を確認します。3.
組立済み包装を確認する。 取り出し、閉じ具のかみ合わせ、商品の動き、正面向きを確認します。4.

容量、耐荷重適性、収納可能数は、実寸、積載状態、サンプル検証で決まります。複数商品が写った写真だけでは梱包容量の承認になりません。

可読性は別途確認します。実際の商品色と想定照明で、商品を入れたサンプルを見ます。商品情報が読め、ブランド表示が重要部分を隠さず、バーコードを平面アートワークだけでなく最終
位置で試験したことを確認します。

表面と閉じ具のどの仕様をサンプリングすべきですか？ ↑
まず展示面を決めます。透明のままにするパネルと、ブランド表示や台紙が適する領域を特定します。印刷、白インク、箔装飾、保護フィルムは実現性確認の依頼であり、暫定製品の確定仕
様ではありません。

閉じ具を選ぶ際は、必要に応じて背面フラップを含む差し込み式またはロック式構造を確認します。詰め作業への干渉、商品の引っ掛かり、見える輪郭の変化を確認します。透明収納容器の
レビューに磁石扉や硬質ヒンジが出てくるからといって代用しません。



折りたたみ・取扱い後の仕上がりを評価します。傷、曇り、罫線部の白化、曲げ部付近の印刷損傷を点検します。剥離フィルムを提案する場合は梱包試験に剥離を含め、露出面を確認します。
保護フィルムは完成箱が傷に強い証拠として扱いません。

長期透明性にも証拠が必要です。黄変防止寿命、屋外使用等級、測定済み光学性能は提供されていません。日光曝露や長期保管が重要なら、想定条件を指定して関連試験を依頼し、「クリス
タルクリア」を耐久性保証とみなさないでください。

透明面向けのアートワークはどう準備しますか？ ↑
承認済み構造図をアートワークの基準にします。概略長方形上に配置した画像だけでは、折りたたみ後の位置は確定できません。現行図面とアートワーク改訂版を一緒に管理し、後からのサ
イズ変更で旧版が量産に残らないようにします。

機能領域を特定： カット線、罫線、接合部、閉じ具領域を印刷アートワークと分けて示します。
可視性を定義： 透明領域と、提案する不透明台紙・白インク領域を示します。
向きを確認： 組立時にどのパネルが正面になり、文字がどう見えるか確認します。
生産要件を確認： アートワークファイル、塗り足し、再現限界について選択した工程要件を入手します。
外観を承認： 想定内容物を入れた状態で色と可読性を評価します。

透明包装では背景もデザインの一部になります。白い画面で目立つロゴでも、暗色や柄の商品上では読みにくくなることがあります。インク面積を増やす前に全体を評価し、透明性を損なわ
ないようにします。



量産承認前に何を行うべきですか？ ↑
有効な承認手順は、商業見積もりと現物サンプルを結び付けます。魅力的なレンダリングを適合試験の代わりにしたり、無印刷試作品で最終印刷品質を確定したりしてはいけません。

仕様書を確定： 商品寸法、用途、仕向地、注文数量、アートワーク版数。1.
提案を確認： シート仕様、寸法、閉じ具、印刷、インサート、梱包方法、個別表示した費用。2.
構造サンプルを評価： 想定梱包方法で組み立て、商品を入れます。3.
加飾サンプルを評価： 外観、可読性、折りたたみ動作、表面状態を点検します。4.
承認を記録： 承認済みサンプル、図面改訂版、アートワーク改訂版、合意した検査基準を保管します。5.

承認設計に応じて、提案製造工程には印刷、カット、罫線、接合、梱包が含まれる場合があります。実際の順序と実現性はサプライヤーが確認します。設備一覧、生産能力、工場固有の工程
性能はここでは確定していません。

見積書でサンプル準備、承認期間、生産、輸送を分けます。期間が暦日か営業日か、生産期間の起算となる事象を確認します。希望到着日は計画入力であり、納期達成の証拠ではありません。



品質期待を受入検査に変えるには？ ↑
「良い品質」を観察可能な基準に置き換えます。何を検査し、どう評価し、どの欠陥を不合格または修正とするかを合意します。以下は提案する受入枠組みであり、完了済み試験の報告では
ありません。

検査領域 推奨方法 承認記録
寸法・適合性 組立サンプルを測定し、実際の商品を入れる 合意寸法、公差、向き、クリアランス
可視面 合意した照明・観察条件でパネルを点検 参照写真と合意した傷、曇り、汚染限度
罫線・閉じ具 提案構造を折り、詰め、閉じ、再び開く 承認された折り動作と閉じ具のかみ合わせ
印刷・加飾 現物校正刷りを比較し、合意方法で密着性を評価 承認外観と試験条件
流通保護 商品を入れた完全な出荷形態を評価 選択した手順、受入基準、結果、構成

検査限度は量産前に合意します。このチェックリストから寸法公差、開閉回数、圧縮限度、許容欠陥率を推定してはいけません。

流通試験では、 ASTM D4169[2] が流通上の危険に対して出荷単位を評価する枠組みを示します。実際の輸送経路に適した手順と版を選びます。規格名の記載は、当製品が合格し
たことや、すべての出荷に同じ試験順序が必要であることを意味しません。

商品、プレゼンテーションボックス、インサート、緩衝材、外箱を一体で評価します。空箱試験だけでは積載状態の保護を確認できません。必要な落下、振動、圧縮性能は試験待ちです。

https://www.astm.org/d4169-22.html


購買優先事項に合う包装方式は？ ↑
透明性だけでなく、果たすべき役割で代替案を比較します。カスタム寸法と既製形式、折りたたみ式プレゼンテーションボックスと耐久展示ケースのどちらが適切かを判断します。

方式 評価する理由 主な購買上の境界
カスタムPET折りたたみボックス 商品専用の見せ方とレイアウト 承認済み寸法、構造、サンプルが必要
ラベルまたはインサート付き既製透明ボックス 完全なカスタムボックス構造がない状態でのブランド表示 既存寸法が適合性と見せ方を制約する場合がある
PVC折りたたみボックス 別見積もり設計用の代替材料 材料外観、用途、回収経路を確認
PP包装 耐熱要件や柔軟性を重視する用途 異なる外観と用途別検証
加工アクリルケース 硬質展示要件向けの別方式 構造、費用、重量、輸送条件が異なる
熱成形包装 商品形状に沿うトレーまたは容器要件 別金型・適合性評価が必要で、同じ折りたたみボックス仕様ではありません

これは比較方式であり、利用可能な選択肢一覧ではありません。単価を比較する前に、全構成部品と承認要件を示す同条件の見積もりを取得します。

材料外観は異なる場合があります。Printexの PETとPVCの比較[3] は色味差の可能性を説明しています。普遍的な透明度・コスト順位を当てはめず、現物サンプルで判断します。

温度に敏感な用途では、Inline Plasticsの PETとPPの指針[4] が一般的な優先事項の違いを示します。このPET折りたたみ製品には、電子レンジ、ホットフィル、冷凍、温度
等級の確認がありません。

小規模案件では、ブランド表示を加えた既製形式を別途見積もりします。ClearBagsの カスタムボックス指針[5] はその購買方法を示すもので、当製品のMOQやサービス提供可否
の証拠ではありません。

開発、カット・セットアップ費、印刷、インサート、保護材、運賃、適用輸入費を含む総案件費用を比較します。一回限りの費用とリピート注文価格を分けます。アートワーク版をまとめて
もセットアップ費がなくなるとは限りません。

食品接触・環境主張を裏付ける証拠は？ ↑
まず食品が箱に直接触れるか、別包装内にあるかを確認します。食品種類、接触時間、想定温度条件を記録します。 FDA食品接触枠組み[6] は材料部品と用途を扱いますが、樹脂名だけで
は適合性を示しません。

https://www.ptpackaging.com/blog/pvc-vs-pet-plastic-packaging/
https://www.inlineplastics.com/blog/differences-pet-polypropylene/
https://faqs.clearbags.com/custom-boxes-faqs
https://www.fda.gov/food/food-ingredients-packaging/packaging-food-contact-substances-fcs


該当するポリエチレンフタレートポリマーについて、 21 CFR 177.1630[7] は、完成したすべてのPETボックスを一括承認するのではなく、条件を規定します。提案グレード
と添加剤、インク、接着剤、コーティングを対象に、必要な試験資料を含む書類を依頼します。

当製品について食品接触宣言、再生材含有証拠、化学試験報告書は提供されていません。食品安全、BPAフリー、PFASフリー、再生材含有の主張は、確立した販売訴求ではなく書類依
頼として扱います。rPETを提案する場合、表示含有率と用途適合性を確認します。

再生材含有率とリサイクル可能性は別の問いです。前者は包装の中身、後者は適切な回収経路の有無を示します。仕向地市場で完成形式が受け入れられるか確認します。PETであることだ
けから、堆肥化可能、あらゆる自治体の分別回収で受け入れられる、環境負荷が低いと推定しません。

欧州向けでは、 EU包装枠組み[8] を包装カテゴリーと市場投入先に照らして確認します。一般的な規制目標を、未確定仕様が適合済みという主張に変えないでください。

カリフォルニアでは、 CalRecycleの包装EPR指針[9]を通じて生産者義務を評価します。包装設計、報告責任、環境表示は別途確認が必要で、材料変更だけでは解決しません。

出荷とリピート注文をどう計画しますか？ ↑
空箱の納品と完成小売パックの納品を区別します。平らに折りたたんだ梱包なら束の保護、組立説明、受入側の詰め作業を確認します。組立済みで届く場合は、対応する外箱構成と運賃見積
もりを取得します。

完成品では、透明パネルを擦れから守る方法と内容物の固定方法を指定します。緩衝材と外箱要件は、実寸、積載状態、サンプル検証で決まります。プレゼンテーションボックスを独立検証
済み輸送容器として扱わないでください。

承認済みサンプルを図面、アートワーク、材料仕様、梱包指示とともに保管します。リピート注文では、承認を再利用する前に商品寸法、インサート、印刷、輸送経路の変更を確認します。
損傷報告の証拠と交換条件は、明示されていない保証を前提にせず購入契約で定めます。

より良い購買判断の要点 ↑
確認済みの形式は透明PET折りたたみボックスです。 硬質オーガナイザーや成形容器ではなく、プレゼンテーション包装として評価します。
適合性と実用容量には積載サンプルが必要です。 実寸、詰め方、サンプル検証で適合性を判断します。
商業条件と性能値は未確定です。 商品固有のMOQ、生産期間、厚み、単位重量、価格、試験証拠を取得します。
過去のリサイクルデータは、このボックスの回収を保証しません。 — 米国のプラスチック容器・包装の13.6%が、2018年に発生した分としてリサイクルされた（出
典[10]).

https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-177/subpart-B/section-177.1630
https://environment.ec.europa.eu/topics/waste-and-recycling/packaging-waste/packaging-packaging-waste-regulation_en
https://calrecycle.ca.gov/packaging/packaging-epr/
https://www.epa.gov/facts-and-figures-about-materials-waste-and-recycling/containers-and-packaging-product-specific
https://www.epa.gov/facts-and-figures-about-materials-waste-and-recycling/containers-and-packaging-product-specific


完全な仕様を承認します。 図面、加飾サンプル、検査基準、出荷構成は、一般的な材料主張より明確な購買根拠になります。

明確な包装仕様書で次へ進む ↑
適切な透明折りたたみ包装は、何を見せるか、どう詰めるか、購入前にどの証拠が必要かを明確にすることから始まります。これにより、外観、取扱い、適合性、商業条件を同じ承認設計に
結び付けられます。

商品寸法、内容物、デザイン別数量、アートワーク、仕向地、希望到着日を添えて、NSKU-801-01の案件別見積もりを依頼します。

[1]透明折りたたみ構造：Printex Transparent Packagingは、シート系透明カートンと関連包装形式を説明します。サプライヤー固有の能力を当製品に帰属させてい
ません。 ↩

[2]流通試験：ASTMは流通上の危険に対する出荷単位の評価を説明します。適切な版と手順を確認してください。合格結果は主張していません。 ↩

[3]PET対PVC：メーカーの材料指針は、等級別の外観・価格保証ではなく、サンプル比較を支持します。 ↩

[4]PET対PP：Inline Plasticsは一般的な材料差を説明します。その用途指針は、この折りたたみボックスの温度等級を示しません。 ↩

[5]既製方式とカスタム方式：ClearBagsはカスタムインサートやラベル代替を備えた既製包装を説明します。その注文条件は当製品の条件ではありません。 ↩

[6]食品接触枠組み：FDAは部品状態、用途条件、再生プラスチックに関する資料を提供します。商品固有の書類が必要です。 ↩

[7]PET規制条件：引用したeCFR規定は関連ポリマー・部品の条件を示すもので、当製品の認証ではありません。 ↩

[8]欧州包装要件：欧州委員会の指針は仕向地別確認を支持します。商品適合宣言は提供されていません。 ↩

[9]カリフォルニア包装責任：CalRecycleは公式制度指針を提供します。適用性と生産者責任は案件別評価が必要です。 ↩

[10]過去のリサイクル状況：EPAのカテゴリー全体データは当製品の回収や地域受入を測定しません。調査資料作成日は2026年8月13日であり、過去データは記載された基準年を保
持します。 ↩

Product Option


